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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、英文を読む楽しさが増すようなデジタル教材を開発し、学習者が多
読活動を通して自己努力を続けたり、動機づけをしたりすることである。そのシステム構築の中心となる機能
は、学習者が自分の未知語を「Ｍｙ未知語リスト」として保存できることであるが、日本人英語学習者用に作ら
れた学習者語彙リストJACET8000を搭載したことにより、学習者は未知語とJACET8000の語彙リストとの関連が分
かり、自己の語彙レベルも認識して語彙学習への意欲を高める可能性にもつながった。

研究成果の概要（英文）：Japanese learners of English often learn new words through studying English 
with a textbook, and the words to be learned, which are often called “new” words, are already 
chosen by the textbook writer. The purpose of this research is to facilitate learners’ autonomous 
learning and support extensive reading activities by developing a digital device that enhances 
learners’ joy for reading. The main aspect of the system involves a “My New Word List” function 
which helps learners make a list of new words while they read. This is not a ready-made list of new 
words presented in a textbook, but a list that learners make by their own choice. With this 
function, they can read the story without stopping to consult the unknown words in a dictionary. The
 system features an uploaded version of the JACET 8000 word list, which is a recommended list of 
words for Japanese university students. This enables learners to check their unknown words instantly
 if they are included in the list. 

研究分野：英語教育
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１．研究開始当初の背景 
（１）自立／自律した学習者を育てるために

は、多読（多聴）活動を通して inputの量を

多くする必要があり、多読活動が語彙力をつ

ける効果は、多くの教師が認めている。しか

し、学習者は多読活動に慣れていないために、

未知語は常に辞書を引く必要があり、語彙の

増やし方は学習者にまかされていて、教師は

何語読んだかの確認で終わっていることが

多い。そこで、日本人学習者に、語彙力習得

のストラテジーを授業中に教えることで、学

習者が多読（多聴）教材を利用し、授業外の

時間を使って効果的に語彙力強化ができる

プログラムを開発できないかと考えた。 

（２）授業中に多読（多聴）教材の一部分を

使い、未知語に印をつけられるソフトがあれ

ば、教師は学習者の未知語記録がとれ、どの

ような語彙であるのかを知ることができ、そ

のデータは教員の新たな教材開発に資する

ことにもつながる。学習者にとっても辞書を

多用せずに、多読を通して語彙学習ができる

多読学習ストラテジーを身に付けることが

できる。しかしながら、このようなソフトは

まだ見当たらなかったので、開発の必要性を

痛感した。 
 
２．研究の目的 
（１）多読（多聴）活動中、学習者の未知語

の確認をするとともに、学習者の学習プロセ

スを認識しながら研究を進めることで、多読

や多聴活動が効果的に語彙力増強につなが

るのかを検証する。 

（２）学習者が授業で使っている教材（リー

ディングのパッセージまたは音声教材の場

合はトランスクリプト）や多読用の教材をコ

ンピュータ上で読みながら、意味がまったく

推測できない単語、推測できるがぼんやりと

した意味しか分からない単語などを弁別し

ながらクリックして読み進めることで、学習

者が分からない単語をどのように処理して

いるかを明らかにする。 

（３）ソフト開発により、学習者の現在の語

彙力や語彙学習法を教員が理解し、学習者の

未知語情報をもとに、語彙学習活動や推測し

て読む方法を身に付けさせるための教材開

発につなげ、語彙習得のための学習ストラテ

ジーを授業で教え、学習者の学びの変化を確

認する「学習者ニーズに応じた指導方法とそ

の検証」の構築を目指す。 
 
３．研究の方法 
多読や多聴、語彙学習に関しての先行研究

を検証するとともに、リーディング・リスニ

ング教材から学習者の未知語データを収集

し、語彙習得のための学習ストラテジーを検

討する。 

（１）未知語をデータベース化できるソフト

開発に取り組み、システムの検証実験を実施

する。 

（２）英文パッセージを入力しさえすれば、

学習者が未知語をクリックするだけで、単語

のリストが保存されるようにする。さらに単

語フラッシュカードソフトと組み合わせて

学習者の記憶力を上げ、確実に語彙を増やす

ことが可能な e-learning システムを構築す

る。 

（３）実施した調査・実験結果を総合的に分

析・考察して、最終的なまとめを行い、今後

の多読・多聴・語彙教育の発展に関する示唆

も検討する。なお、本研究を進めて行く途中

で中間発表を、また研究終了時に最終報告と

成果発表を国内外の学会で行い、最終的には

3 年間の研究成果をまとめた報告書を作成し、

学会機関誌に論文投稿も行う計画である。 
 
４．研究成果 

挑戦的萌芽研究としての本研究の意義と

して次の 4点が挙げられる。 

 （１）パーソナライズされた語彙学習用の

多読教材（ebook）が皆無であった時代にこ

のシステムを開発したこと。 

 （２）パーソナライズされたことにより自



立／自律学習者を支援する学習教材となっ

た。 

 （３）学習者個人にとっての未知語が既知

語に変わる研究の基礎となるデバイス開発

となった。 

 （４）学習者にまかせられることが多い多

読活動を、授業中に語彙学習を意識させなが

らどのように実践していくか、学習者と指導

者を支援する授業方法の開発となった。 

 

 

 

 

 

 

研究を通して副次的に分かったことは、学習

ストラテジーは学習者の好みによって違い

があり、多読を行う場合は、机以外の場所（通

学中の電車の中など）でもできるように紙の

本やモバイル上で読める形式を好む学習者

も多い、ということであった。今後の研究開

発が望まれる。 

 

★システム「ごんた」の利点は、次のとおり

である。 

１）学習者の未知語の割合がその場で分かる。 

２）既成の単語リストでなく、学習者一人ひ

とりの自分の未知語リスト（カルテ）が作成

できる。 
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